
社会でたくましく生きる個が育つ

～学んだことを積み上げる経験を通して～

矢出大介

6年生の社会科でば歴史の学習が中心になる。国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化

遺産について典味 •関心と理解を深めるようにするとともに，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心情

を育てるようにすることが目標である。この目標を達成するにあたって 2つの課題に焦点を当てて研究を進めて

いる。 1 点目は，どのようにすれば，「ひと• もの • こと」との出合いを大切にした社会科の授業を進めていくこ

とができるのか。もう 1点は， どうすれば，間接的資料を活用して，子どもが本気で課顎に向かっていくことが

できるのか。この 2点について研究を進めた。

キーワード： たくましさ 体験的な学び地域教材知識の構造図

1 社会でたくましく生きる個

社会でたくましく生きる個とは，様々な場面におい

て，主体的に乗り越える力をもった個だと考える。そ

のようなたくましく生きる個を育てるには，子どもの

ころに多くの｛繹庚的な学びをし，様々な考えをもった

魅力的なひとに出会い，感動して学ぶことが重要であ

る。このような複合的な学びは，長期的な記憶として

子どもの記憶に残り，これからの自己の生き方をより

良い方向に導く と考える。また， 目標に向かって自ら

追究し，仲間と考えを深め合う経験も必要である。学

んだことを表現活動として組み入れて振り返ることも

知識を再構成し，次の活動につなげてくれる。

1. 1 「ひと• もの• こと」との出合い

子どもが，「ひと• もの• こと」と出合い，学ぶ意欲

を高めてくれる教材の 1つに地域教材がある。子ども

たちが生活している地域を教材にすることは，子ども

たちの知りたい • もっと学びたいという追究する意識

を高めてくれる。また，子どもたちが自分たちの住む

地域の様子に関心をもち，そこに暮らしこだわりをも

って働く人々と直接的なかかわりをもつ中で，学び，

自らの思いや顧いを表現していく。そして，課題を追

究し続ける主体的な活動が，地域について真剣に考え

大切に思う心につながっていくと考える。こうした地

域教材の魅力を以下の 3点で捉えた。

1 子どもたちにとって身近であり，親近感をもち，

その中で生活することのよさを感じることができ

る。それにより瑯成を大切にする気持ちが高まり，

地域の発展を願う気持ちを培うことができる。

2 直接限験を伴った見学や調査をすることが容易で

あり，様々な魅力的な人々と出会い，いきた資料

や清報を収集するなど，インターネットや本だけ

でなく多様性をもって地域拗オを活用することが

できる。

3 自分の生活にとって切実感があり，体験を生かし

て考えて判断することができる。

これら 3点が，地域教材の魅力である。

1. 2. 魅力あるひととの出会い

これからの剛tを生きぬくためには，来るべき社会

がどう変わろうと も，どんな困難に直面しても，主体

的に立ち向かい，乗り越える力を身に付けること必要

があると考える。そのためには，魅力あるひとに出会

うことが重要な要素である。魅力あるひとに出会うこ

とで，「自分もこうなりたい。」「自分ももっとがんばり

たい。」「大人になったこんなことをしてみたい。」など，

社会に出ていく ことに希望をもつことができる。そし

て，出会いをより効果的にするには，指導者になって

もらえるようなひととの最初の出会いが，とても重要

である。教師が「このひと と会いましょう。」と子ども

に言うのではなく，何料問題が起こったり，子どもた

ちだけでは解決が難しい壁にぶち当たったりした時が，

魁的なひとと出会うチャンスになる。疑問や問題を

解決するためには， どうすればいいのかを投げかけ，

子どもたちの中から， 「このひとに聞きたい。」「このよ

うなひとに聞きたい。」と声が上がってきてから，その

ひとに出会わせることが大切である。自分たちが望ん

で来てもらったひとなので，学ぶ意欲が高まる。

また，いきなり出会うのではなく，事前にみんなで

どのようなひと（年齢 ・性別・性格・見た目など）な

のか話し合ったり，想像して絵に描いたりすることで，

会うことが待ち遠しくなる。そして，出会った時の，

印象も強く心に残る。初対面の状況でも，子どもたち

なりに何か思いをもって接することができる。ひとと

の出会いを楽しみにし，その出会いをきっかけに視

野・価値観を広げ， 自己の生き方を変えることもでき

る。そして，その魅力的なひとが地域にいることがき
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っかけになって，地域を大切にする気持ちも高まる。

•• 2

2

 ー

聖武天皇と奈良の大仏

地域の教材を取り入れた展開

聖武天皇と奈良の大仏の学習をする時に，実際に奈

良の大仏を見ることで，なぜこのような大きな大仏を

建てたのだろうという疑問をもって学習に向かうこと

ができる。また，地域にいる仏像や歴史に詳しい人に

出会う ことで大仏について身近に感じることができる。

今回，歴史博物館の学芸員さんと出会い，奈良時代の

生活や仏像に込められた人々の願いについて聞くこと

ができた。子どもたちにとって，奈良時代に造営され

た大仏は遠い存在であり，なぜそのようなものを建て

たのかということが疑問になっていた3 しかし，学芸

員さんに話を聞く中で，仏像は，人々の心が思いやり

の精神でつながることを願って作られていることを感

じていった。奈良の大仏にもそのような思いが込めら

れていることを感じ，少しずつ身近口惑じることがで

きていった。

学習を進めるうちに，今の時代にも奈良の大仏に込

められた思いを多くの人伝えていること，未来につな

げていることの素晴らしさを感じる子もいた）

2. 資料の読み取り

地域の教材を活用することで， 子どもが学習課題に

向かって学びを深めていくことができる。その学びを

さらに深めるためには，資料を読み取る力が不可欠だ

と感じた3小学校学習指導要領に書かれているように，

各学年で資料を読み取る力を積み上げていかなければ

いけない。そのためには，教師がしつかりと教材研究

をし，子どもの意欲を高め，読み取る力がつくような

資料を準備しておく必要がある。資料を読み取ること

ができることで，歴史のように直接体験ができない場

合においても学びを深めることができる。

学年 身に付ける資料を読み取るカ

3年生 地図やスーパーのチラシなどの具体的資

4年生 料を読み取るカ

5年生 地図や地球儀や統計などの各種の基礎的

資料を読み取るカ

6年生 地図や年表などの各種の基礎的な資粗を

読み取るカ

表 1

2. 

2
 

各学年において身に付ける資料を読み取るカ

2. 2
 

学ぶべき知識の整理

子ども一人一人の問題意識や興味•関心を尊重し，
社会科の「確かな学力」をつけるためには，教師が子

どもたちになにをいかに指導するのかということを綿

密に計画する必要がある。 子どもの興味 • 関心に任せ

ているだけでは，一時の楽しさや面白さを味わうこと

ができても，社会のことを十分に理解し認識した状態

には至らない。つまり，社会のことを理解 ・認識させ

ないまま社会に送り出すことになる。

そのため，子どもの主体性を尊重する軸と，軟師が

適切な指導性を発揮するという軸をバランスよく調和

させる必要がある。こうした課題を解決するためには，

譴の構造図を作成し，それぞれの綱哉を問題解決的

な学習過程に位置づけて指導することによって解決で

きると考える。

知識の構造図は 「なにを」を指導するのかを整理し

たものであり，指導計画はその「なにを」を「いかに」

指導するのかを示したものである。

知員の構造屈
I 

［学習指導要餌U)「内界」 との関連I

0内容 (1)

我が目の歴史 トーの主な事象について，人物の働きや代段的な文化遺産を中心に遺跡や

文化財，資科などを活用して言べ，歴史を学ぶ意味を考えるようにするとともに，自分

たちに生枡の歴史的背長，我が目の歴史や先人の働きに＇）いて遅解と問心を採めるよう

にする．

イ 大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造和の様子． 賣誤の生梧について霜べ， 天旦

を中心にした致治が懺立されたことやR本風の文化がむこったことが分かること．

［中心慨念l

奈良峙M,塁武天旦が奈良に大仏を造営し， 天旦を中心とし敗沿が懺立されていっ

た訪,~である．
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おいて最終的に獲得したい知識を中心棚念とし，それ

を説明するために必要な具体的知識を獲得させていく。

この時に，具体的知識も左から順番に積み上がってい

くように計画することで学びが深まっていく。また，

押さえるべき用語 ・語句レベルの知識を共有しておく

ことで話し合いを進めやすい。

知識の構造図を作成して，計画的に進めていくとき

に，課題解決学習を意識することも大切である。一時

間の授業ごとにジャンプのある課題が必要である。

2 学び方の研究

2. 1 ひとり学習と全体学習の充実

社会科において， 「学びをデザインする子ども」と

は，ひとり学習と全体学習が相互に関連しながら，さ

らに深めていく姿である。ひとり学習を進めていく上

で，子ども一人一人をしつかりみとり，評価すること

が大切になってくる。そして，その評価やみとりに基

づいて，その個をどうのよ うに育てたらいいのかとい

う明確な視点をもって，個に応じた指導をすることが

できる。それにより，主伽的にひとり学習をするため

の支援をしていく ことが重要である。 個をしっかり理

解することで，個が育っていく。全体学習において，

闊べ学習を通して器餃してきた自分の考えを発信する

ことで，考えを明確にすることができる。そして，友

だちと話し合いを進める中で， 自分の考えを見直した

り，深化させたり，発展させたりしながら，お互いの

共通点や相違点を探すことができる。これにより，ク

ラスみんなで課題を共有することができる。つまり，

ひとり学習を充実することで，全体学習の場で自分の

考えを修正したり，深化させたり，発展させたりする

ことができる。それにより，ひとり学習の必然性が明

確になり，意欲的に調べ学習ができると考えている。

また，自ら意欲的に課題を追究し， 自分で新たな問題

を発見し，問題解決の過程で友だちと学び合うこと自

分を見つめ直し， 自己の生き方をより よいものになる

ようにつなげていける。

2・2知識を再構成する

子どもが知識を再溝成するとは，これまでの一次的

な知識の構成をよりよく修正する営みである。

そのきっかけは，学級やグループで話し合い吟味す

ることによって生まれることが多い。新たな資料で調

べなおすことによって新しい知識を習得した結果修

正すること もある。教師の助言や友だちの発言 また

は自らの振り返りがきっかけとなることもある。

子どもたちが話し合う中で知識を再構成するために

は3つのポイントがあるよう□感じた）

① 課題に向かってみんなで話し合う場合に，これま

で調べてわかったこと（具体的知識）をもとに自

分の考えを伝え合うこと。

②子どもたち一人一人が考えたことを発言するだけで

なく，文字や医表などで書くこと。

③諜顎に向かって学級全体で話し合う時には，一人一

人が導き出した課題に対する考えを伝え， みんなで

吟味し合いながら，より良い考えを導き出すこと。

3 授業実践

江戸時代の終わり

「なぜ江戸幕府は鎖国をしたのかについて話し合っ

ている場面

あき ：江戸幕府は，外国から攻められるのを恐れたの

だと思います。

かこ：あきちゃんに付け足して，江戸幕府は外国から

攻められるのを恐れたので，外国からの船を受

け入れなかったのだと思います。それに， 日本

人が他の国のことを知られると幕府が人々を管

理しにくくなるので，外国に行くことも禁止し

たのだと思います。

しん：資料集を見て下さい。長崎の出島の様子を見る

と民崎奉行所が出島を管理しているように見え

ます。 だから，かこちゃんが言ったように日本

人を管理しやすくするために，余計な情報を知

られないようにしたのだと思います。

た＜ ：ちょっと待って下さい。管理するためなら外国

との貿易をしないほうがいいんじゃないですか。

なぜオランダと中国とは貿易をしたのですか。

しん：もう一度賓料集を見て下さい。ここのページに

鎖国までの歩みの資料がありますよね。ここを

見ると，スペイン船の来航を禁止した直後にキ

リスト教を取り締まる絵ぶみを行い，ポルトガ

ル船の来航の禁止を少し前に島原 ・天草一揆が

起こっています。だからキリス ト教と関係して

いるんじゃないかと思います。

のぶ：僕もキリスト教が関係していると思います。だ

ってキリスト教は平等を大切にしていますよに

その考えは江戸幕府の身分制度に対して不満を

もつ人がでそうだったからだと思います。だか

ら島原 ・天草一揆も起こったんだと思います。

た＜ ：じゃあなんでオランダと中国とは貿易をしたん

ですか。

かこ ：調べたんだけど，オランダはキリスト教だった

んだけど，キリスト教を広めないという約束で

貿易を求めたそうだよ。そして，中国はもちろ

んキリスト教を広めないし。

た＜：わかった。けど，なんで幕府が日本人を管理す

ることが難しくなるかもしれない外国との貿易

をわざわざしたのかわからない。

なほ ：幕府は外国の文化や靡報を知りたかったんじゃ

なしヽ かな。

教師：じやあ，この鎖国の中の4つの窓口という資料
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を見てたく君の疑問について考えて下さい。

4. 単元の考察

たくの疑問を中心に資料を活用しながら話し合いが

進んでいった3 実際に｛加検したことではないが，資料

を読み取ることで，多面的に課題に迫ることができた3

資料を読み取る力を積み上げていくことで，話し合

いが深まっていくことを感じることができた。しかし，

単元のつながりとして，軸師が鎖国とそれ以降の江戸

幕府の文化や学問の学習で学ぶべきことを整理できて

いなかった。そのため，資料を通して話し合いは深ま

っているよう口感じるが，鎖国について学んだことが

次の江戸幕府の文化や学問で活かすような展開になっ

ていかなかったようにも感じた。

知識の構造図を作成し，単元での知識のつながりを

考えるだけでなく，単元前後の知識のつながりも考え

る こ との重要性を感じt~

5 成果と課題

「歴史は覚えることばかりで，楽しくないのかと思っ

ていましt~ けれど，歴史を知ることで当時の人々の

思いや願いを感じることができたので楽しくなって

きましt~ 歴史を勉強したことで今の生活の良いとこ

ろ悪いところを考えるようになりましtea」

この子どもの感想から，歴史を学ぶのではなく，歴

史から何かを学ぶことが大切だと改めて感じた。今の

日本があるのは，歴史があるからである。そして，歴

史を知ることで自分が日本人であることを意識するこ

ともできる。そして，郷土を愛する心が育つと考える。

そのためには，間接的資料から当時の様子を考えるこ

とも大切であった。そのためには，各学年 ・各単元 ・

本時においてどのような資料を用意して， どのように

学び， どのようなことを学んでいくのかを計画してい

く必要があると感じた。今回，資料の準備とどのよう

に学ぶのかについては考えていけたが，単元と単元の

つながりを考えて，どのようなことを学ぶのかという

知識の構造図を作成できていなかったこことが大きな

課題となった。そして，社会的事象について習得した

知識と知識の関係性をつなぐような展開を計画できて

いなかった。そのために，社会の現象を総合的にとら

えることができていな子もいた。 「ひと • もの • こと」

と出合うことが困難であり， 間接的資料で学びを深め

ていくためには，資料から多面的に考えることができ

る積み上げと，それぞれの学習で知識を積み上げてい

くことが必要だと感じた。もっと，多様な知識を階層

的に関連付け，構造的に整理しておくべきだった。

また，子どもが歴史の学習において，課題に向かっ

て本気で学ぶために必要なことは，何か資料を見たと

きに疑問や驚きを大切にする必要があると感じた。例

えば，奈良の大仏の資料を見た時に，大半の子どもは

「すごく大きい。」「立派だ。」という感想をもつ。しか

し，必ず何人かの子どもが 「なんでこんな大きい大仏

を作ったのかな？作る意味があったのだろうか。」とい

う感想をもつ。実は，このような感想を中心にして考

えを深めていくことが大切なのではないかと感じた。

なぜなら，今の時代として考えた時には，あのような

大きな大仏を作ると考えると疑問に思う子がほとんど

である。しかし，奈良剛tには，疑問に思える大仏を

作った。そのことを考えていくことで，当時に人々の

様子を知り，思いや願いにせまることができる。その

時に，今の暇tでは疑問に思えることをなぜその時代

でしていたのかと考えるこがとても大切ある。このよ

うな子どもの疑問や驚きを出発にすることで課題に対

して本気で学んでいくことができた。

歴史の学習には，「ひと • もの • こと」との出合いが

難しい単元もある。しかし，できるならこの出合いを

大切にして， 単元展開をしていくべきだと感じt¼ そ

のためには，まず地域に目を向けて迎成教材の開発を

すべきだと考える。単元の中心に地域教材を位置づけ

なくても，単元のどこかで地域と関わらせることが大

切だと感じた。なぜなら，社会科は社会を学ぶ教科で

ある。子どもにとって遠く口感じていることを少しで

も近づけるべきである。また，社会でたくましく生き

る個に育つためには，できるだけ複合的な学びを経験

していくことが必要だと感じた。様々な場面において，

主体的に乗り越える力をもった個だと考える。

課題としては， 知識の構造図を作成して，知識を関

連付け，構造的に整理しておけばもっと子どもたちの

考えが共有化され，学びが深まるのではないかと考え

る。

地i痴教材の開発が大切なのは言うまでもない。しか

し，間接的な資料のみでしか学べない場合においても，

子どもがいきいきと学ぶためには，基礎的 ・基本的な

知諏能を身に付けていくことが重要であると感

じに 地或教材を活かしつつ，間接的な資料からも学

びを積み上げるためには，教師が目標をたて，内容と

方法をいかにして一体化させていくべきなのかもっと

明確にして授業実践をしていきたい。
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